
国立大学法人山口大学長の業務執行状況の確認結果について

                              平成２９年３月２９日

                              学 長 選 考 会 議

 国立大学法人山口大学長の業務執行状況の評価に関する規則に基づき，国立大学法人山口大

学の運営の適正を図るため，次のとおり学長の業務執行状況を確認しましたので，その結果を

公表します。

１．評価対象期間

   平成２６年４月から平成２８年１２月まで

２．経過

（１）第４７回学長選考会議（平成２８年６月７日）

    学長の業務執行状況の評価の実施に向け，今後の進め方について確認を行った。

（２）第４８回学長選考会議（平成２８年９月２７日）

    学長の業務執行状況の評価方法やスケジュールについて，検討を行った。

（３）第４９回学長選考会議（平成２８年１２月１４日）

    学長の業務執行状況の評価方法やスケジュールについて，引き続き検討を行い，次  

   回の学長選考会議において，面談を実施することとした。

（４）第５０回学長選考会議（平成２９年２月２２日）

    次の資料を参考に，学長と学長選考会議委員との面談を行い，業務執行状況につい  

   て確認を行った。

   ・自己評価書

   ・所信表明書（平成２５年９月１２日）

   ・監事監査報告書（平成２６，２７年度）

   ・国立大学法人評価委員会による業務の実績に関する評価結果（平成２６，２７年度）

   ・明日の山口大学ビジョン２０１５

（５）第５１回学長選考会議（平成２９年３月２９日）

    学長の業務執行状況の確認結果について，最終的な確認を行った。



２．確認結果

   学長選考会議は，上記の経過を経て，平成２６年４月から平成２８年１２月までの学長

  の業務執行状況について確認した結果，創成科学研究科，教職大学院及び国際総合科学部

  等の新設・改組を行ったこと，中高温微生物研究センター設置等の研究拠点を整備・形成

  したこと，山口大学が中心となり「やまぐち未来創生人材育成・定着促進事業」を県内に

  展開していること等，当初の計画どおり順調に業務を執行されていると判断する。

   また，学長と教職員間の各種会議体を通じて意見交換が活発に行われるようになり，学

  長が教職員と一体となった協力体制を築き，大学運営が適正に行われていることも見受  

  けられる。

   なお，運営費交付金が減額されるなど大学を取り巻く環境が厳しくなる中で，山口大学

  が目指す「ダイバーシティキャンパス」の創造に向けて，「明日の山口大学ビジョン 2015」
  や第３期中期目標・中期計画実現のため，財政再建をはじめ，教育，研究，地方創生及び

  男女共同参画等の課題に対して，学長のリーダーシップを遺憾なく発揮し，果敢に改革を

  進め，今後も着実に業務に取り組まれることを期待する。
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